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図表4：時価総額(浮動株ベース）の推移

アジアリート市場（シンガポール・香港・マレーシア）の動向
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図表3：シンガポールリートのセクター別推移

出所）図表1～4はＳ＆Ｐのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

図表1：アジアリート市場の推移（現地通貨ベース）

※各国リートはＳ＆Ｐ各国リート指数を使用（いずれも配当込み）

 11月のアジアリート市場(現地通貨ベース、配当込み)（前月末比）は、シンガポールとマレーシアが下落
し、香港はほぼ横ばいとなりました。26日に南アフリカで確認された新型コロナウイルスの変異株である
オミクロン株に対する警戒感が3市場の重荷となりました。シンガポールについては、同国政府が新型コロ
ナウイルス禍の影響を受けた企業や個人向けの救済措置を段階的に縮小すると発表したこと、またマレー
シアについては8月下旬をピークに減少傾向をたどっていた新規感染者数が11月に入ると横ばいとなり、
規制緩和が遅れるとの見方も嫌気されました【図表1、2、8】。

 11月のシンガポールリートの主要4セクター(現地通貨ベース、配当込み)（前月末比）は、ヘルスケアセク
ターのみ上昇しました。同セクター大手銘柄の2021年7～9月期業績が市場予想を上回ったことを背景に
7.4％上昇しました。値下がり率トップは産業セクターで、感染の落ち着きで規制が緩和され、ネット通販
向け物流施設需要が減るとの見方から4.1％下落しました【図表3、8】。

 アジアリート市場の11月末の時価総額は前月末比3.9％減少しました【図表4】。

図表2：アジアリート市場のパフォーマンス
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今後の見通しについて

図表5：主要国リートのイールドスプレッド

図表8：新型コロナウイルス1日当り新規感染者数

図表6：アジアリートのＰＢＲ（※）推移
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出所）図表5、7、8はブルームバーグ、図表6はＳ＆Ｐのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

 12月のアジアリートは、オミクロン株の感染力や既存ワクチンの有効性等を巡り、値動きの荒い展
開になるものと思われます。

 ヨーロッパ疾病予防管理センター（ＥＣＤＣ）は11月30日、ＥＵ（欧州連合）内でオミクロン株に
感染した人の症状に関し、把握している範囲で全員が軽症か無症状であると発表しました。また、米
政府のファウチ首席医療顧問は12月５日、断定するには時期尚早と断りつつも重症化率は高くない
可能性があるとの見方を示しました。一方、米疾病対策センター（ＣＤＣ）のワレンスキー所長は5
日、オミクロン株は変異により治療薬の効果が下がったり、免疫を回避したりする可能性があると述
べています。オミクロン株については不明な点も多く、その特性等が解明されるまで市場は神経質な
展開になるものと見ています。

 12月3日時点でシンガポール、香港、マレーシアともにオミクロン株の感染事例が確認されています。
今後その感染が広がる可能性もありますが、軽症や無症状の人が多い場合や既存ワクチンの有効性が
実証される場合等には、都市封鎖等の規制強化懸念が後退し、アジアリートの支援材料になるものと
思われます。一方、感染が急拡大し、重症化するケースも増え、規制が再度強化されるとの懸念が高
まる場合には、商業施設リートを中心に業績の先行きに対する不透明感が高まり、アジアリートの重
荷になるものと考えます。

（※）株価純資産倍率（株価/純資産）：一般的に、1倍割れは株価
が割安な水準にあるとされる
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図表7： 香港の小売り売上高と外国人観光客数

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2020/4 2020/10 2021/4 2021/10

マレーシア（左軸）
シンガポール（右軸）
香港（右軸）

データ期間：2020年4月1日～2021年11月30日（日次）

（年/月）

（人）

※7日間平均

（人）

0.5

0.8

1.0

1.3

1.5

1.8

2.0

2011/9 2014/9 2017/9 2020/9

シンガポール 香港 マレーシア

（年/月）

（倍） データ期間：2011年9月末～2021年11月末（月次）



【当資料に関する留意点】
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• 当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行
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